























保育の質をめぐる国内の動向としては，2002 年 (平成 14 年) からの第三者評価事業を契機
とし，2008 年 (平成 20 年) 改定保育所保育指針に保育の質向上についての内容が盛り込まれ，
2010 年 (平成 22 年) の「子ども子育て新システム基本制度案要項」においても保育の質向上

























(3) 子ども 1人 1人とクラス集団
ところで，保育実践における保育者と子どもの関係性の特徴は，保育者と，子ども 1人 1人














プロセスを捉えた研究として，刑部 (1998) は，「ちょっと気になる子ども」である Kがクラ
ス集団の中で気にならなくなってゆく過程を記述・分析している(11)。Kが気にならなくなる
過程は，K 自身の変化だけでなく，Kのクラスの子どもと保育者との関係変容の過程であっ










































分析① 林 (2010) の記録内容のグループにおける個と集団の記録の特徴
林 (2010) で得られた記録内容のグループごとに，その内容を熟読し，子ども 1 人 1 人








































えた記録が多いが，その中で，1 人 1 人の子どもの姿の捉えと次の関わりの考察，と同時に，
クラス集団としての育ちの姿や見通しについても記録されている。例えば，ゴミ拾いや後片付


























































































A 君個人の記録は 4 月 3日から始まっている。新しい環境に不安で保育者から離れないこ
と，お迎え時に廊下を走り回るなど興奮することなどが書かれている。保育者は「無理強いは

























































































⑥ クラスの友達とA君との関係性についての悩みと希望 (10 月)
10 月 15日
園庭でクラスの男の子 4 人が A君と一緒に何かしている光景を見て，それまでなかった友
達と同じ遊びを楽しむ姿だと思い，期待を持ってさりげなく遊びの様子を見守っていたところ，
4 人で A 君に命令して，小石を拾い頭からかけさせて笑っていることがわかった。A 君自身
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自分の自由画帳に 1 人で延々と線路を描いていた A君が，初めて大きな模造紙に他の子ども
たちが家や道を描いている横で線路を描き，出来上がった時に「ぼくがこの線路を描いた」と
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